
上智大学創立 100周年記念事業
国際シンポジウム

アジアの留学生が上智大学を語る
―カンボジア人学位取得者からのメッセージ―

主催：上智大学アジア人材養成研究センター
TEL: 03-3238-4136/FAX: 03-3238-4138

日時：2014 年 2月 15日（土）　13時 00分～ 17時 00分
会場：上智大学 2号館 1702 国際会議場
JR、地下鉄「四ツ谷駅」下車 3分     入場無料

開会の辞（予定）髙祖 敏明 教授（上智学院理事長）　
要旨説明　　　　石澤 良昭 教授（前上智大学長）
講　   演
　1．「カンボジアの文化政策とアセアン諸国」         
         Ek Buntha（エック・ブンタ）カンボジア文化芸術省総合局副局長、王立芸術大学教授
　2．「カンボジアのエネルギー発展 ～アセアンにおける石油セクターの挑戦～」
         Neang Sivutha（ニアン・シヴゥタ）　カンボジア国立石油機構、人事計画局副局長
　3．｢カンボジアにおける文化遺産調査とバンテアイ・チュマール遺跡｣ 
         Som Visoth（ソム・ビソット）カンボジア内閣府、閣僚評議会不正防止ユニット
質疑応答

プログラム

使用言語 日本語・英語・クメール語（通訳あり）

　上智大学は、” Men and Women for Others, with Others”（他者のために、他者と共に生きる） を掲げていますが、
髙祖敏明教授が巻頭言（『東京人 12月増刊号』）で提唱されていますように、私たちアジア人材センターは「他者」
であるアジアの「隣人」のところへ出かけて行って、仲間となり一緒に惜しみなき奉仕活動をカンボジアの現地で
推進しています。私たちの大きな使命は国境や言葉や民族の壁を越えて、地球社会に貢献する責任を共有する
「21 世紀のアジア市民」を育てることにあります。これまでにカンボジア人学位取得者 17 名（博士学位 6 名、修
士学位 11名）にのぼります。 

司　　会　　丸井 雅子（上智大学准教授）



講演者紹介

Ek Buntha（エック・ブンタ）
　1969 年　　カンボジア、シェムリアップ生まれ
　1994 年　　プノンペン王立芸術大学考古学部卒業
　1995 ～ 96年　日本政府文部省国費留学生としてマレーシア日本語教育センターで研修
　1997 年　　上智大学大学院外国語学研究科地域研究専攻博士前期課程入学
　1999 年　　同大学院修了　修士（地域研究）
　学位論文「カンボジアにおける教育制度史」

　現職： カンボジア文化芸術省総合局副局長、王立芸術大学教授
　専門： カンボジア教育文化論                                                     

Neang Sivutha（ニアン・シヴゥタ）
　1975 年　　カンボジア、コンポンチャム生まれ
　1996 年　　プノンペン経営大学経営学部卒業
　1999 年　　上智大学大学院外国語学研究科地域研究専攻博士前期課程入学
　2004 年　　同大学院修了　博士（地域研究）
　2005 ～ 06年　カンボジア専門科学技術大学副学長　
　学位論文「新技術の影響下における農業労働者経済」

　現職： カンボジア国立石油機構　人事計画局副局長
　専門： カンボジア経営学

Som Visoth（ソム・ヴィソット）
　1971 年　　カンボジア、プノンペン生まれ
　1997 年　　プノンペン王立芸術大学考古学部卒業
　2001 ～ 02 年　神奈川県海外技術研修員として神奈川県にて研修
　2005 年　　上智大学大学院外国語学研究科地域研究専攻博士前期課程入学
　2008 年　　同大学院修了　博士（地域研究）　
　学位論文「仏教遺跡バンテアイ・チュマールの保存活動と周辺村落調査」

　現職： カンボジア内閣府、閣僚評議会不正防止ユニット
　専門： カンボジア考古学

お問い合わせ：上智大学アジア人材養成研究センター

HP：http://angkorvat.jp/
TEL： 03-3238-4136/FAX: 03-3238-4138
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